
設置図　S=1/80

H 836.26 1 836.3 POST LEFT

STK φ 508.0 × 9.5 ×

RB φ 13 360 0.37 8 3.0 SUPPORT

TOTAL 1114.5

- 2 0.23 m3

8992

PILE LEFT585.00 1 585.05000

300×300×10×15 ×

×

MATERIAL　LIST

KIND DIMENSION
WEIGHT

(K.G)

NUM

BER

TOTAL

WEIGHT
NOTE

CONCRETE CLASS B1-3

TOTAL 1495.9

H 659.56 1 659.6 POST RIGHT7092

STK φ 508.0 × 9.5 × PILE RIGHT526.50 1 526.54500

300×300×10×15 ×

標識板取付詳細図　S=1/10

標識柱　A1

複柱型標識構造図

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

大成エンジニアリング株式会社

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/図　示

複柱型標識構造図

丸鋼とH鋼の上側接触部のみ溶接

丸鋼と丸鋼、H鋼の接触部のみ溶接

本内No.117　圏央道　内回り　STA.239+08
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標識柱　F1

片持型標識一般図(参考図)

本内No. 7　圏央道 国道296号IC(仮称)出口行動点 STA.98+30
本外No.83　圏央道 松尾横芝IC出口行動点 STA.180+75

本内No.96　圏央道 松尾横芝IC出口800m STA.195+50

本外No.83　圏央道 松尾横芝IC出口行動点 STA.180+75 本内No. 7　圏央道 国道296号IC(仮称)出口行動点 STA.98+30
本内No.96　圏央道 松尾横芝IC出口800m STA.195+50

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

片持型標識一般図(参考図)

1/60
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片持型標識構造図(参考図)

注意：

(1) スカラップは全てR＝35とする。

(2) キャッププレートのRは曲率半径を示す。

(3) 梁・柱は溶融亜鉛めっきHDZT77（ボルト・ナットはHDZT49）とする。

標識柱　F1

のど厚は脚長の0.7倍
50

DS404

標識No.

本外No.83

設置場所 路線名 区分 測点

切土 松尾横芝IC　出口行動点 STA.180+75

本内No. 7 盛土 STA.98+30

施工箇所一覧表

国道296号IC(仮称)　出口行動点

S=1/60

S=1/12.5

S=1/12.5S=1/35

S=1/35

S=1/25

首都圏中央連絡自動車道

首都圏中央連絡自動車道

本内No. 7　圏央道 国道296号IC(仮称)出口行動点 STA.98+30
本外No.83　圏央道 松尾横芝IC出口行動点 STA.180+75

本内No.96　圏央道 松尾横芝IC出口800m STA.195+50

本内No.96 盛土 STA.195+50首都圏中央連絡自動車道 松尾横芝IC　出口予告800ｍ

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

片持型標識構造図(参考図)

図 示
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※規格は、鋼管をSTK400、鋼板、型鋼、ボルトをSS400と読み替えする。

※溶接は、標識標準図集（構造詳細図 DS44）を準用する。

※梁・柱は溶融亜鉛めっきHDZT77、ボルト・ナットはHDZT49とする。

片持型標識支柱構造図(1)

図示

片持型標識支柱構造図(1)

標識柱F1022・F1023

標識No.

連296No.17

標識柱 路線名 区分 測点

F1022 Fランプ F-STA.1+04

市No.90 F1022 市街地(国道296号) 296-201

施工箇所一覧表

国道296号IC(仮称)

標識No. 標識柱 路線名 市街地標識番号

296-202

296-203

296-204

F1023

F1022

F1023

市No.91

市No.92

市No.93

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)
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片持型標識支柱構造図(2)

－

片持型標識支柱構造図(2)

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

標識柱F1022・F1023 標識No.

連296No.17

標識柱 路線名 区分 測点

F1022 Fランプ F-STA.1+04

市No.90 F1022 市街地(国道296号) 296-201

施工箇所一覧表

国道296号IC(仮称)

標識No. 標識柱 路線名 市街地標識番号

296-202

296-203

296-204

F1023

F1022

F1023

市No.91

市No.92

市No.93

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)
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標識基礎工直接基礎A

片持型標識基礎構造図

1/50

片持型標識基礎構造図

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

標識No.

連296No.17

標識柱 路線名 区分 測点

F1022 Fランプ F-STA.1+04

市No.90 F1022 市街地(国道296号) 296-201

施工箇所一覧表

国道296号IC(仮称)

標識No. 標識柱 路線名 市街地標識番号

296-202

296-203

296-204

F1023

F1022

F1023

市No.91

市No.92

市No.93

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)

市街地(国道296号)
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標識柱　A1

複柱型標識一般図(参考図)

本外No.75　圏央道 外回り STA.173+30

本外No.79　圏央道 外回り STA.177+30

本内No.12　圏央道 内回り STA.102+30

7
0
14

4
4
19

6
8
44

寸法表

平地
標識柱

鋼管ぐい

盛土
標識柱

鋼管ぐい

7.179

4.0

5.562

3.5

長さ(m)場所

5.562

3.5

5.562

3.5

7
1
79

5
5
62

8
6
81

本内No.14　圏央道 内回り STA.106+30

本内No.99　圏央道 内回り STA.200+50

本外No. 91　圏央道 外回り STA.199+26

縮　尺

設計会社名

事務所名

図面の種類

施工会社名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関東支社

首都圏中央連絡自動車道

千葉工事事務所

横芝光標識工事

/

複柱型標識一般図(参考図)

1/100
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